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博物館で展示を作るとき

• 手持ちのリソースがどれだけあるか？

• 説明可能な資料か？

• 意図した文脈に適合的か？

• 文脈を持ったまとまりが作れるか？

-----------
• 使える状態か？

• 展示できるか？



東京国立博物館

特集『書と絵が語る明治』
（2018年7月10日～9月2日）



リストを作る



プランを拡充する



展示案ができる



展示



ジャパンサーチの「マイノート機能」で
展示をWEBに移植してみた



デジタル・キュレーションで可能なこと

• 作品と関連する文献・記録をいっしょに紹介で
きる
–うまくゆけば文献の直接参照も

• 解説が補充できる

• リアル展示ではとりあげられなかった作品が参
照できる

• 逆に言えば
–コレクション情報をネットにあげる動機づけになる
か



デジタル・アーカイブ連携進展への期待

•異分野資料の相互参照

•思わぬところに埋もれている関連資料

• 「解剖台の上のミシンと傘」


